
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立市ケ尾高等学校長  

 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 10 日実施） 

総合評価（３月 17 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新しい時代を
築く『人間力』
を学力の側面か
ら育成する教科
指 導 を展 開す
る。 
②「総合的な探
究の時間」の研
究開発等をとお
して、次代に求
められる資質を
常に見極め、人
材の育成につな
げる教育活動を
推進する。 

①生徒に身に付
けさせたい「学
力」や適正な評
価の研究と明確
化を進めるとと
もに、新｢学習
指導要領｣の円
滑な運用に向け
教育課程の研究
を続ける。 
②教科内での議
論の深化と、プ
ロジェクトチー
ム を 中心 とし
た、教科横断的
な「学び」の研
究を進める。 

①・本校生徒に必
要な学習内容を精
選し、生徒に身に
付けさせたい学力
を意識した教科指
導を展開する。 
・国や県の動向を
踏まえ、オンライ
ン授業や適切な評
価の在り方を研究
し、校内での統一
を図る。 
・新教育課程の開
始に伴い、カリキ
ュラム･マネジメ
ントの視点から、
本校の育てたい人
物像を意識し、具
体的な教育活動の
方針を確立する。 
②「総合的な探究
の時間」を中心
に、各教科におい
て、課題発見力を
育成する。 

①・年間指導計
画の適切な見直
しを図り、実践
することができ
たか。 
・国や県の動向
を踏まえ、オン
ライン授業の研
究を行い、適切
に評価をするこ
とができたか。 
・学校目標を達
成するための教
育活動の計画が
策定できたか。 
②・目標に沿っ
た適切な課題設
定ができたか。 
・「情報収集・
分析」、「課題
の分析・考察」
をする学習がで
きたか。 
・課題の解決提
案を通して、生
徒間による相互
評価の力を育成
できたか。 

➀新学習指導要 
領の開始に合わせ
指導と評価の計画
を各科目で作成
し、学習内容を精
選し、授業を展開
した。新しい評価
方法についても、
校内で研修会を開
くなど、評価に関
する考え方や、具
体的な評価方法に
ついて意思の統一
を図った。 
① 「総合的な探 
究の時間」で探究
的な学習方法を学
ぶことで、他教科
での学習方法に探
究的な手法を取り
入れることができ
た。 

➀旧学習指導要領
旧から新学習指導
要領への移行期で
あるため、引き続
き新学習指導要領
の内容や評価方法
の意思統一を図る
必要がある。 
① 「総合的な探 
究の時間」の研究
指定校として、今
後も新たな取組み
を続けていく必要
がある。国や県の
動向を踏まえ、生
徒同士の話合いや
発表の機会を増や
す必要がある。 

（校内評価アンケート） 
①４段階３以上：生徒
94％、保護者 89％、２以
下：生徒４％、保護者
11％ 
②４段階３以上：生徒
88％、保護者 85％、２以
下：生徒 12％、保護者
15％ 

➀新学習指導要領によって始ま
った新教育課程の１年目として
円滑に移行することができた。3
年間かけての完全移行であるた
め、来年度、再来年度と新しい
試みは続く。今後２年間はまっ
たく新しい科目の授業を行うこ
とになるので、教師の自己研鑽
も重要である。そのために、引
き続き校内研修を行うなど、新
学習指導要領への理解を深める
活動を校内で行う必要がある。
特に評価方法については教科内
で統一ができるよう、校内での
情報共有を強化する。 
⓶「総合的な探究の時間」では
研究発表の拠点校として他校と
も連携しながら学習を進めてき
た。今後も他校の内容を参考に
しつつ、探究的学習方法の定着
に向けた取組を続けたい。 
 

⓵新学習指導要領による学習方
法を全職員が理解できるよう、
文部科学省国立教育政策研究所
作成の『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に関する
参考資料』を各教科に配付し、
全職員が参考にできる環境を整
える。また、その内容が生徒に
身に付けさせたい学力につなが
るよう、教科内で議論できる場
を提供する。 
⓶「総合的な探究の時間」にお
ける学習方法の定着に向け、引
き続き授業の複数担当を継続す
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①新しい時代を
築く『人間力』
を人格形成の側
面から育成する
教科外指導を展
開する。 
②一人ひとりが
豊かな人生を切
り拓くために、
それぞれの『生
き方』や人とし
ての在り方を学
ぶ教育活動を推
進する。 

①学校行事の目
的を明確化し、
コロナ禍での実
施方法を再検討
し生徒に充実し
た学習機会を提
供する。 
②・人としての
「在り方」「生
き方」を考えさ
せる指導を通し
て、自他を尊重
し、人として備
えるべき資質を
身 に 付け させ
る。 
・教育相談体制
の更なる充実を
図り、実践を重
ねる。 

①生徒会や委員会
等の生徒が中心と
なり、感染症対策
や施設制限を配慮
しながら生徒が協
働できる機会をつ
くる。 
②･遅刻指導等の
日常的な指導を徹
底し、道徳観や規
範意識を高める。 
･人権研修等を通
じ、自尊感情を育
み、また多様性を
認める意識を醸成
する。 
・面談、生活状況
調査を通して、生
徒の“困り感”に
組織的に対応す
る。 
 

①生徒主体の生
徒 会 行 事 を 企
画・運営ができ
たか。（アンケ
ート） 
②･遅刻指導対象
者数を減らすこ
とができたか。 
･道徳観や規範意
識を高めること
ができたか。(人
権講話後アンケ
ート) 
･面談、生活状況
調査を適切に実
施し、組織的に
対応できたか。 

①できる限りの感
染対策を講じなが
らも充実した学校
行事を企画・運営
することができ
た。 
②･年間の遅刻指
導対象者数は、１
年生２名、２年生
10 名、３年生 64
名。１、２年生は
対象者数を減らす
ことができた。 
･日常の指導で道
徳観、規範意識を
高めることができ
た。(人権講話後
アンケートは年度
末に実施) 
･２者、３者の面
談を年間３回実
施。生活状況調査

①用具等の劣化も
確認して、安全な
行事運営を行う。
次年度のガイドラ
インに従って、ま
た新たに検討し企
画する。 
②･３年生の遅刻者
が多いのが課題。
１年次からの継続
的な指導の徹底で
改善を図りたい。 
･日常的な指導は継
続していかなけれ
ばいけない。人権
講演会について
は、年度ごとに視
点を変え、生徒の
視野を広げたい。 
･今年度並みに面
談、生活状況調査
を実施したいが、

（校内評価アンケート） 
①４段階３以上：生徒
99％、保護者 92％、２以
下：生徒１％、保護者
８％ 
②４段階３以上：生徒
96％、保護者 93％、２以
下：生徒４％、保護者
７％ 
②４段階３以上：生徒
96％、保護者 90％、２以
下：生徒４％、保護者
10％ 

①多くの学校行事において委員
会や生徒会本部の生徒が中心と
なり、またＰＴＡの大きな協力
のおかげで、感染対策を講じて
制限のある中でも多くの生徒が
満足する行事を行うことができ
た。②･人としての「在り方」
「生き方」に通じる道徳観や規
範意識は全般的に身に付いてい
る。しかしながら、受験期を迎
えた３年生の遅刻者が多いのが
課題。また、年間を通して近隣
からの登下校マナーに関する指
摘は少なくはない。 
･２者３者面談を３回実施できた
ことにより、問題の未然防止が
できた。また、カウンセラー、
養護教諭、教育相談コーディネ
ーターが連携し、組織的に問題
の未然防止が図られた。次年度
に向けて、教育相談コーディネ
ーター不足が課題である。 

①感染症対策をどこまで行うか
など、絶えず検討することが課
題であるが、生徒がより充実で
きるようＰＴＡや地域の方々と
協力して企画・運営にあたる。 
②･特に受験期である３年生の遅
刻指導の徹底が必要である。学
年団として、基本的な生活習慣
を１年次から継続することが大
切である。 
･イベント的な取組だけでなく、
日常的な声掛け指導の重要性を
認識して、指導していくことが
必要。 
･年間35週の授業確保の問題はあ
るが、問題の未然防止のために
今年度並みに面談、生活状況調
査を実施したい。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 10 日実施） 

総合評価（３月 17 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

を２回実施し、組
織的にいじめ等の
未然防止ができ
た。 

時間の捻出が課題
である。 

３ 進路指導・支援 

①主体的に自分
の将来像を描き
出し、『社会的
役割』を果たそ
うとする姿勢の
確 立 を支 援す
る。 
②一人ひとりの
進路実現を支え
切る指導と支援
の体制構築と効
果的な実践を図
る。 
③「総合的な探
究の時間」の研
究開発等をとお
して、次代に求
められる資質を
常に見極め、人
材の育成につな
げる教育活動を
推進する。 

①望ましい職業
観や勤労観を土
台にしたキャリ
ア形成を支援す
る方策を構築す
る。 
②各教科との連
携により、進路
指導の観点から
求められる学習
指導の在り方を
追求する。 
③教科内での議
論の深化と、プ
ロジェクトチー
ム を 中心 とし
た、教科横断的
な「学び」の研
究を進める。 

①社会の一員とし
て働くことの意義
に気付かせ、カリ
キュラム･マネジ
メントの視点か
ら、本校の育てた
い人物像として求
められる人間力を
養うプログラムを
策定する。 
②進路実現に向
け、国や県の動向
を踏まえ、入試対
応や学力の定着に
向けて、必要な学
習内容を研究し、
各教科での実践に
つなげる。 
③「総合的な探究
の時間」を中心
に、各教科におい
て、課題発見力を
育成する。 

①本校の育てた
い人物に求めら
れる人間力を養
うプログラムを
策定することが
できたか。 
②生徒の理解度
や 習 熟 度 を 課
題、模擬試験等
で把握し個別対
応ができたか。 
③・目標に沿っ
て適切な課題設
定ができたか。 
・「情報収集・
分析」、「課題
の分析・考察」
をする学習がで
きたか。 
・課題の解決提
案を通して、生
徒間による相互
評価の力を育成
できたか。 

①１年生対象の職
業分野別説明会お
よび２年生対象の
社会人講話をとお
して、社会の中で
責任を背負って働
く意義を考え、自
分の将来像を考え
させた。 
②通年をとおして
対面による授業が
実施できたことで
が宇力の定着が進
んだ。3 年生にお
いては、不安を少
なくして受験に臨
むことができた。 
③学年ごとに 3 年
間を見通して、探
究のプロセスを踏
まえた教材を活用
し、課題発見力の
育成に取り組ん
だ。 

①次年度の選択科
目決定との実施時
期を該当グループ
と調整して今後も
続ける。社会人講
話も将来の意識付
けのために継続し
ていく。 
②対面授業いおい
ては各教科で内容
深く検討してでき
てはいるが、対面
授業を進めながら
のオンライン授業
の展開の工夫が課
題であると考え
る。 
③「総合的な探究
の時間」において
は試行錯誤しなが
らの実施になって
いるので、学年間
での情報共有を強
化する。 

（校内評価アンケート） 
①４段階３以上：生徒
96％、保護者 92％、２以
下：生徒４％、保護者
８％ 
②４段階３以上：生徒
88％、保護者 87％、２以
下：生徒 12％、保護者
13％ 
①３年間を見通した、分
野別説明会、進路講演
会、三者面談および模擬
試験により将来をイメー
ジすることが定着してき
ていると考える。 
②学習指導の在り方にお
いては、生徒一人ひとり
にたいしても違ってくる
ので、個々に応じた対応
と、40 人に応じた対応を
考える必要がある。 

①高校卒業後の進路や将来像を
イメージできるように導くこと
ができたとともに、「社会的役
割」を果たし、社会で責任を背
負いながら働くことの意義を伝
え続けることができた。 
②オンライン授業においても、
クラスルームを活用してプリン
トの配付や解答についても提供
できた。質問したいタイミング
で生徒と両方向のやり取りの工
夫は検討が必要である。 
③「総合的な探究の時間」にお
いては、学年ごとにキャリア支
援グループが中心となり３年間
を見通した計画を立てることが
できた。学年間での情報共有は
今後とも必要であり、各教科で
どう活用していくかも検討し続
ける必要がある。 

①ある程度の形は出来上がって
いる。与えることだけでなく、
この情報社会において生徒自ら
調べていくことができるような
投げかけも含めて、カリキュラ
ム開発グループと連携してい
く。 
②各教科の中では指導方法にお
いて深く検討しているので、教
科横断した情報共有をしていく
必要がある。 
③キャリア支援グループから各
教科、各グループに発信しなが
ら教科横断的に進めていくこと
が課題であるが、まずは学年ご
とに計画を進め総括していく必
要がある。 

４ 地域等との協働 

①社会の一員と
しての資質や意
識の向上を目指
して、多様な人
たちとの係わり
の中から『生き
方』を学ぶ機会
を拡充する。 
②学校が｢地域
でもっとも善良
なる隣人｣であ
るために、様々
な活動や実践に
取り組む。 

①「成年年齢」
の引き下げ等を
視野に入れ、学
校や地域等との
連携・協働を推
進し、教育活動
の充実を図る。 
②地域等との更
なる工夫ある連
携・協働の方法
等を検討し、こ
れらの推進を図
る。 

①②目標達成のた
めの新たな地域等
の連携・協働の方
法を模索し、連携
可能な事業等を拡
充し、教育活動の
充実を図る。 

①社会人として
の資質や意識の
向上を視野に入
れた『生き方』
を学ぶ機会の拡
充ができたか。 
②新たな地域等
の連携・協働の
方法を模索し、
実践できたか。 

①成年年齢の引下
げを視野に入れた
「金融教育」を行
った。 
②新たな地域連携
として、地域の学
童野球チーム、学
童保育園との野球
教室を行った。 
また、地域貢献活
動の地域清掃にお
いて、新たに学童
保育園との連携を
行った。 

①②成年年齢の引
き下げを視野に入
れた教育活動及び
新たな地域連携事
業を行うことがで
きたが、今後も新
たな発想を思い描
きながら、教育活
動・連携事業を模
索するため、今後
も研究していくこ
とが重要である。 

（校内評価アンケート） 
４ 段 階 ３ 以 上 ： 生 徒
96％、保護者 88％、２以
下：生徒４％、保護者
12％ 
地域の一員として自覚を
約9.5割の生徒が持つこと
ができたと回答している
が、その自覚を持った行
動ができていない場面も
ある。 

①②多様な人たちとの係わりの
中から『生き方』を学ぶ機会を
拡充することや、学校が｢地域で
もっとも善良なる隣人｣であるた
めの取組を実践することによ
り、生徒の意識をある程度醸成
することができた。 

①②次年度に向けて、今年度実
施した新たな連携事業について
は、発展させた形での継続実施 
をしていく。 
また、学校目標実現のための連
携事業等を模索するため、今後
も新たな発想を思い描きながら
研究を進めていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①すべての人が
学び活躍して、
成長を続けられ
る学校づくりを
推進する。 
②将来にわたっ
て、社会的な役
割と責任を果た
すことができる
「持続可能な学
校」づくりに取
り組む。 

①さまざまな機
会をとらえて、
これからの「神
奈川の教育」を
担うことができ
る主体的な人材
を育成すること
を目指す。 
②生徒に関わる
時間をより多く
確保することと
教員の健康維持
のために学校運
営の方法や働き
方の改善・改革
を推進する。 

①校内研修や事故
防止会議などで知
識習得やディスカ
ッションを行うこ
とで個々の資質向
上を図る。 
②長時間勤務の是
正を目指し、各教
員が業務の精選や
見直し、意識改革
を行う。 
 また、意識的・
積極的に定時退庁
を心掛け月に３回
以上実践する。 

①個々の資質向
上につながる研
修や機会を設定
できたか。 
②・職員各自が
業務の改善を通
して長時間勤務
を 是 正 で き た
か。 
・定時退庁を積
極的に実践でき
たか。 

①8 月に「発達障
がい」をテーマと
した職員研修を行
い、人権意識に基
づいた生徒対応の
実践を学んだ。 
②衛生委員会の活
動などを通じ、長
時間勤務是正、ワ
ーク･ライフバラ
ンスの実現などを
促した。 

①職員間のワーク
ショップ的な内容
や更なる人権意識
の向上につながる
研修の実施を目指
す。 
②引き続き、勤務
時間管理システム
などのデータに基
づいて、産業医と
連携し、長時間勤
務の是正を行うこ
とが求められる。 

①人権意識の向上につい
ては、次年度以降も引き
続き取り組んでいっても
らいたい。 
②定時退庁や休暇の積極
的な取得に取り組んでも
らいたい。 

①今年度の目標については、校
内研修会や不祥事防止研修会な
どを通して概ね達成することが
できたが、引き続き、対生徒や
職員間など、人権意識の向上を
見据えた学校運営のために、さ
まざまな視点からテーマを設定
し、研修や実践を行っていく必
要がある。 
②長時間勤務の見直し、是正に
ついては、概ねされてはいる
が、まだ一部の職員や特定の業
務の負担者に仕事が集中してし
まう傾向があり、その改善解決
に一層の努力が必要である。 

①職員研修については、学校と
して必要としているテーマを管
理運営グループで複数選び、職
員全体に呼びかけ、全体で取り
組めるものを設定する。また、
職員間のコミュニケーションを
密にすることで、事故を未然防
止することに努める。 
②引き続き、勤務時間管理シス
テムなどのデータを活用し、基
準を超過している職員が産業医
との面談などを通じて意識や働
き方を改善できるように促す。 

 


